
スマートウォッチ
（Xiaomi）5名

デニッシュパン「プレステージ」
（グランマーブル）20名

    2P　募集「住宅相談会」
    3P　案内「退職をお考えの方、

退職互助制度について知りたい方へ」
    4P 募集「前進座」
    5P 募集「京都教職員美術展」
8・9P チケット・ガイド
12P 募集「スノーフェスティバル」

TOPICS ウォーキングチャレンジ

LINE 公式アカウント ユーザー登録はこちら

参加無料　ぜひご参加ください
秋シーズン（10/1～12/31）の賞品

事業などの最新情報をお届け！

ローチケbiz＋や
ACチケットの
利用に

このマーク表示のある
事業は、加入5年以内の
組合員の割引対象事業
です。（年度1回限り）

加入5年
以内割引
対象事業

ログインは
こちら

No.696

（毎月1回10日発行）1部20円

発行所／（社）京都府教職員互助組合
〒606 8397 京都市左京区聖護院川原町 4の13
☎ 075（771）6186〈代〉FAX075（771）6180
https://www.kyokyogo.or.jp
昭和48年 1 月11 日第三種郵便物認可

2025/10/10
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● マイホームの新築・購入・リフォームにはお得な
割引制度があります

松
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健
一

山
頭
火
と
こ
ど
も

（
退
教
互　

西
京
支
部
）
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か
る
但
書
が
必
要
で
す
。
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
領
収
書
と

共
に
受
診
内
容
の
明
細
書
を
添
付

し
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
互
助
組
合
報
を
ご
活
用
く

だ
さ
い

　
互
助
組
合
報
は
15
日
を
挟
ん
だ

前
後
３
日
間
（
土
日
祝
除
く
）
に

届
く
よ
う
に
手
配
し
て
い
ま
す
。

基
本
は
14
日
～
16
日
の
間
に
届
き

ま
す
が
、
15
日
前
後
に
土
日
祝
日

が
重
な
る
場
合
や
、
郵
便
事
情
に

よ
り
17
日
以
降
に
届
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
い
ち
早
く
内
容
を
確
認
し
た
い

場
合
は
、
毎
月
13
日
頃
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
互

助
組
合
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
約
病
院
に
つ
い
て

【
９
月
末
日
付
契
約
解
除
】

洛
和
会
東
寺
南
病
院
（
閉
院
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

８
月
18
日
～
９
月
16
日
受
付
分

→
10
月
16
日
送
金

９
月
17
日
～
10
月
16
日
受
付
分

→
11
月
17
日
送
金

10
月
の
口
座
引
き
落
し
は
20
日

　
10
月
20
日（
月
）に
引
き
落
し
が

あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が
不

足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記
載

し
た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
２
か

月
分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
発
送

し
ま
す
。
９
月
分
・
10
月
分
は
10

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
請
求
時
の

お
願
い

　
領
収
書
に
は
、
受
診
内
容
が
分
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次の組合員の方々が逝去されました。つつしんでお悔やみ申し上げます。
氏名（敬称略）、支部、ご逝去の日、年齢、最終勤務校の順に掲載しています。

互助組合報退教互版 2025．10.15
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第5１回 京都教職員美術展
2026年 ２月17日(火)～2月2２日(日)

10時～18時（入館は17時30分まで）

京都府における文化・芸術の発展に貢献するため、美術展を開催しています。
京都府の教育関係者ならどなたでもご出品いただけます

●出品資格　京都の教育関係者
●出品点数　１人 ２点以内
●出 品 料   １点 ２，０００円 

　展示設備・陳列作業には限度があり、作品の形状や大きさ等によっては受付できない場
合がありますので、ご了承ください。また、展示の都合上、作品が２段がけになる場合や、同
一作者の作品を並べて展示できない場合もあります。

　作品は指定の期間中、所定の場所に持ってきていた
だき、会期終了後同じ場所でご返却します。
※他府県在住者に限り、宅配便の搬入を受け付けます。

主催／一般社団法人京都府教職員互助組合
後援／京都府・京都市・京都新聞・ＫＢＳ京都
協賛／全京都美術教育連合・
　　    京都府私立中学高等学校美術工芸教育研究会・
　　　京都高校写真連盟・京都府高等学校書道教育研究会・

京都教職員組合・京都私学教職員組合連合・
　　　京都退職教職員の会

※搬入・搬出の期間厳守
　出品作品の保管・取り扱いには充分注意をはらいますが、指定期間にお引取りいただけな
い場合や、天災それらに類する事故、または不可抗力の損害に対しては責任を負いかねます。
また、額等へのすり傷・損傷についてはご容赦ください。

　教職員美術展の経費節減が課題となっており、昨年度理事会・美術展運営委員会等で審議
してきました。出品料の値上げやデジタル化など様々な案を検討しましたが、経費節減のため
やむを得ず今年度から作品集の制作を取りやめます。

ふ り が な

出品者氏名

個人コード／組合員番号

現職・学校名
退職・支部名

自宅住所（〒　　　　　―　　　　　　）

電話番号　　　　　　（　　　　　　　）

＊住所・TELなどの個人情報は、京都教職員美術展以外には使用しません。

●申込方法

●作品種別及び規格

第51回 京都教職員美術展出品申込書

●申込期限  １２月２日（火）

組合員

組合員以外

ホームページまたは右の二次元コードよりお申し込みください。
キリトリ線以下の出品申込書に記入の上、事務局まで送付も可

申込締切後、出品についての詳細や注意事項を記載した文書および
出品票など必要書類をお送りします。

出品作品は過去に京都教職員美術展への出品歴のない作品に限ります。
下記種別に当てはまらない場合はご相談ください。

日本画、油絵、水彩、パステル、版画、デザインなど
軸装または額装で壁掛けできるようにすること

現職組合員：互助組合の控除金として引き去り
退職互助組合員：口座引き落とし
京都教育文化センターへ搬入される方は当日持参、それ以外の方には所定の
振込用紙をお送りしますので指定の期日までに振り込んでください。

京都市京セラ美術館　２階南回廊

公益
事業

絵 画

陳列に支障のないもの彫 刻
枠張り、額装または台紙貼り。裏に展示用ひもをつける。写 真
陶芸、漆芸、金工、染織、諸工芸等工 芸
軸装または額装のこと書

出品要項

作品の持込と引き取りについて

展示について

作品の保管・取り扱いについて

作品集について

作品
募集

2月2２日(日) 14時～　於：美術展会場
参加無料 　どなたでも参加いただけます。部門別鑑賞会

・額装の場合、ガラスの使用不可  ・軸装、額装は壁掛けできるようにすること
・作品がズレないように、しっかりと固定してください。
・上記規格以外は補償の対象外です。また出品を受付できない場合があります。

※今回から作品集の進呈はありません。

●持 込（搬入）
日 時： 1月30日（金）１3時30分～１８時
　　　　  31日（土）  ９時～１２時／１３時～１７時
　　   2月 1 日（日）  ９時～１２時／１３時～１５時
場 所 :  京都教育文化センター103号室
また１月26日(月）/27日(火)（予定）に以下の場所に
お持ち込みいただけます。
大宮中（京丹後）／橋立中(与謝）／城南中(舞鶴）
惇明小（福知山）／園部小(南丹)
長岡第四小（長岡京）／岡屋小（宇治）
薪小（京田辺）／山田荘小（精華）

キ リト リ

●引 取（搬出）
日 時： ２月2３日(月・祝)１5時～１９時　　     
　　　　  24日(火)　  １０時～１２時／１３時～１７時
場 所 :  京都教育文化センター１０１号室
※京都教育文化センター以外の場所からは
   2月26日(木）･27日(金)(予定)にお引き取り
   ください。

出品フォーム↓

第
50
回
出
品
作
品
　「
奏
で
る
」梅
村
万
里
子

 ●出品点数（　　　　）点

１
点
目

　たて　　　　　　　よこ

　　　　　　　cm　×　　　　　　　　cm

　　　　　　　（高さ　　　　　　　　　㎝）

２
点
目

　たて　　　　　　　よこ

　　　　　　　cm　×　　　　　　　　cm

　　　　　　　（高さ　　　　　　　　　㎝）

●作品の搬入・搬出先　＊該当に○

京都教育文化センター  　宅配便（府外在住者のみ）
大宮中  　橋立中　　城南中　　惇明小　　園部小　　
長岡第四小　　岡屋小　　薪小　　山田荘小　
部門別鑑賞会 参加 ・ 不参加 ・ 未定
会場での作品撮影 可　　・　　不可
出品歴 　　  初出品    ・  2 回目以上

作品種別

作品種別
※絵画・彫刻・写真などを記入
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　皆さんはどのような朝食を摂っておられますか？
朝食は大事と分かっていても「朝からそんなに食べ
られない…」「朝食の内容は習慣になっているから
変えられそうもない…」などの声が聞こえてきそう
です。
　私たちの体内では睡眠中も途切れることなく代謝
は進み、翌朝には体の中のエネルギーや栄養素は枯
渇状態になっています。　
　そこで、1日のエネルギー源である朝食をしっか
り食べることが大切です。それが 1日に必要な栄
養素の確保にもつながります。また、高齢期になる
と食事量が減ってくるため、朝食を抜かずにしっか
り食べることが健康を維持するためには重要です。
さらに、生活リズムを整え、規則正しい排便を促し、
水分の補給にもつながります。
　人生100年時代、足腰丈夫で動ける体でいるため
には 3食コツコツと食べることです。今回は、管
理栄養士が実際にどのような朝食を食べているのか

◎材料（2人× 3回分）
　一度に３回分を作り
　冷蔵庫に保存する。
・ベーコン　２枚
・にんじん　１本
・玉ねぎ　　１個
・セロリ　　１本
・じゃがいも　２個
・キャベツ　５、6枚
・スープの素　小さじ１
・サラダ油　大さじ１
・塩・こしょう　少々
・ローリエ　１枚
・薄口醤油　少々

和泉定番　みそ汁 浅田定番　野菜のスープ煮

を紹介して、皆さんの朝食を見直すきっかけにして
いただけたらと思います。　
　和泉の朝食は、ご飯（もち麦入り）と具だくさん
みそ汁、納豆（50g）、野菜を秤で100g量って作っ
た 1皿、プラスちりめんじゃこや漬物を少量です。
納豆は減塩のために醤油はかけずに辛子のみで、納
豆ご飯にするとご飯がしっかり噛めないので、ご飯
にのせないで食べます。野菜の 1皿は、旬の野菜
などを電子レンジで加熱し、抗炎症作用などのある
えごま油または骨粗鬆症に効果が期待される亜麻仁
油をたらし、花かつおと醤油を少々かけています。
　浅田の朝食は、バタートースト、牛乳、ゆで卵、
野菜のスープ煮（野菜が約170g）、果物です。
　私たちが朝食で野菜をたっぷり食べるようにして
いるのは、朝食後はもちろん、２回目の食事（昼食）
後の血糖値の急激な上昇を抑える「セカンドミール
効果」も期待できるからです。

◎作り方　
①玉ねぎはくし切り、油揚げは短冊切り、えのきだけは、
石づきを取って半分に切る。じゃがいもはいちょう切
りにする。
②だし汁を煮立て、①を入れて煮る。
③②にカットわかめを入れ、火を止める。
④③にみそを溶き入れ、仕上げる。
＊葉物野菜やねぎ等青みのものをプラスすると彩りもきれいです。

◎作り方　
①ベーコンは 2 cmに切る。
②にんじん、玉ねぎ、セロリ、じゃがいもは 1 cmぐら
いのさいの目に切る。
③鍋に油をひき、①を炒め、さらに、②を加え、塩・こし
ょうをし、水（400ml）、スープの素、ローリエを加え、
硬めに煮る。
④当日朝に 1回分を鍋に取り、キャベツ２枚を 2 cm角
に切り、加える。そして、材料が柔らかくなったら、
薄口醤油で調味する。

＊季節により、じゃがいもをかぼちゃやさつまいも、かぶなど
に、また、キャベツを白菜に、味付けもカレー味やトマトジ
ュースを使っていろいろな味や食感を楽しんでください。

【そのひと手間で便利においしく】
　きのこを買って余ったら、石づきを取り、使いやすい大きさに切って、密封袋に入れ冷凍します。
朝のみそ汁や炒め物などにもそのまま使えて便利です。きのこ類は冷凍することで、細胞壁が壊
れて旨味が溶け出しやすくなります。骨のビタミンであるビタミンDや食物繊維などの給源にな
るきのこ類を「ちょこっと使い」でおいしさUP、健康UPしましょう。（写真はえのきだけです）

◎材料（２人分）
・玉ねぎ　　1/4個		 ・カットわかめ　小さじ１
・油揚げ　　1/4枚		 ・だし汁　　350ml
・えのきだけ　小パック1/3株	・みそ　　　大さじ１強
・じゃがいも　中 1個	

互助組合報 2025．10.10
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第5１回 京都教職員美術展
2026年 ２月17日(火)～2月2２日(日)

10時～18時（入館は17時30分まで）

京都府における文化・芸術の発展に貢献するため、美術展を開催しています。
京都府の教育関係者ならどなたでもご出品いただけます

●出品資格　京都の教育関係者
●出品点数　１人 ２点以内
●出 品 料   １点 ２，０００円 

　展示設備・陳列作業には限度があり、作品の形状や大きさ等によっては受付できない場
合がありますので、ご了承ください。また、展示の都合上、作品が２段がけになる場合や、同
一作者の作品を並べて展示できない場合もあります。

　作品は指定の期間中、所定の場所に持ってきていた
だき、会期終了後同じ場所でご返却します。
※他府県在住者に限り、宅配便の搬入を受け付けます。

主催／一般社団法人京都府教職員互助組合
後援／京都府・京都市・京都新聞・ＫＢＳ京都
協賛／全京都美術教育連合・
　　    京都府私立中学高等学校美術工芸教育研究会・
　　　京都高校写真連盟・京都府高等学校書道教育研究会・

京都教職員組合・京都私学教職員組合連合・
　　　京都退職教職員の会

※搬入・搬出の期間厳守
　出品作品の保管・取り扱いには充分注意をはらいますが、指定期間にお引取りいただけな
い場合や、天災それらに類する事故、または不可抗力の損害に対しては責任を負いかねます。
また、額等へのすり傷・損傷についてはご容赦ください。

　教職員美術展の経費節減が課題となっており、昨年度理事会・美術展運営委員会等で審議
してきました。出品料の値上げやデジタル化など様々な案を検討しましたが、経費節減のため
やむを得ず今年度から作品集の制作を取りやめます。

ふ り が な

出品者氏名

個人コード／組合員番号

現職・学校名
退職・支部名

自宅住所（〒　　　　　―　　　　　　）

電話番号　　　　　　（　　　　　　　）

＊住所・TELなどの個人情報は、京都教職員美術展以外には使用しません。

●申込方法

●作品種別及び規格

第51回 京都教職員美術展出品申込書

●申込期限  １２月２日（火）

組合員

組合員以外

ホームページまたは右の二次元コードよりお申し込みください。
キリトリ線以下の出品申込書に記入の上、事務局まで送付も可

申込締切後、出品についての詳細や注意事項を記載した文書および
出品票など必要書類をお送りします。

出品作品は過去に京都教職員美術展への出品歴のない作品に限ります。
下記種別に当てはまらない場合はご相談ください。

日本画、油絵、水彩、パステル、版画、デザインなど
軸装または額装で壁掛けできるようにすること

現職組合員：互助組合の控除金として引き去り
退職互助組合員：口座引き落とし
京都教育文化センターへ搬入される方は当日持参、それ以外の方には所定の
振込用紙をお送りしますので指定の期日までに振り込んでください。

京都市京セラ美術館　２階南回廊

公益
事業

絵 画

陳列に支障のないもの彫 刻
枠張り、額装または台紙貼り。裏に展示用ひもをつける。写 真
陶芸、漆芸、金工、染織、諸工芸等工 芸
軸装または額装のこと書

出品要項

作品の持込と引き取りについて

展示について

作品の保管・取り扱いについて

作品集について

作品
募集

2月2２日(日) 14時～　於：美術展会場
参加無料 　どなたでも参加いただけます。部門別鑑賞会

・額装の場合、ガラスの使用不可  ・軸装、額装は壁掛けできるようにすること
・作品がズレないように、しっかりと固定してください。
・上記規格以外は補償の対象外です。また出品を受付できない場合があります。

※今回から作品集の進呈はありません。

●持 込（搬入）
日 時： 1月30日（金）１3時30分～１８時
　　　　  31日（土）  ９時～１２時／１３時～１７時
　　   2月 1 日（日）  ９時～１２時／１３時～１５時
場 所 :  京都教育文化センター103号室
また１月26日(月）/27日(火)（予定）に以下の場所に
お持ち込みいただけます。
大宮中（京丹後）／橋立中(与謝）／城南中(舞鶴）
惇明小（福知山）／園部小(南丹)
長岡第四小（長岡京）／岡屋小（宇治）
薪小（京田辺）／山田荘小（精華）

キ リト リ

●引 取（搬出）
日 時： ２月2３日(月・祝)１5時～１９時　　     
　　　　  24日(火)　  １０時～１２時／１３時～１７時
場 所 :  京都教育文化センター１０１号室
※京都教育文化センター以外の場所からは
   2月26日(木）･27日(金)(予定)にお引き取り
   ください。

出品フォーム↓

第
50
回
出
品
作
品
　「
奏
で
る
」梅
村
万
里
子

 ●出品点数（　　　　）点

１
点
目

　たて　　　　　　　よこ

　　　　　　　cm　×　　　　　　　　cm

　　　　　　　（高さ　　　　　　　　　㎝）

２
点
目

　たて　　　　　　　よこ

　　　　　　　cm　×　　　　　　　　cm

　　　　　　　（高さ　　　　　　　　　㎝）

●作品の搬入・搬出先　＊該当に○

京都教育文化センター  　宅配便（府外在住者のみ）
大宮中  　橋立中　　城南中　　惇明小　　園部小　　
長岡第四小　　岡屋小　　薪小　　山田荘小　
部門別鑑賞会 参加 ・ 不参加 ・ 未定
会場での作品撮影 可　　・　　不可
出品歴 　　  初出品    ・  2 回目以上

作品種別

作品種別
※絵画・彫刻・写真などを記入
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新
時
代
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
！

ア
ー
ル
・
デ
コ
１
０
０
年
展

　
女
性
が
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
を

中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
作
品
と
共
に
、

女
性
と
関
わ
り
の
深
い
ジ
ュ
エ
リ

ー
、
香
水
瓶
、
ド
レ
ス
、
車
な
ど

１
０
０
年
前
の
こ
の
時
代
を
象
徴

す
る
数
々
の
貴
重
な
作
品
や
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

大
阪
中
之
島
美
術
館
５
階
展
示
室

10
月
4
日（
土
）～
1
月
4
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
６
７
０
円

　
　
　
　
大
高
生�
１
３
０
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

藤
城
清
治
１
０
１
歳
展　

生
き
て
い
る
喜
び
を
と
も
に

　
１
０
０
歳
を
超
え
た
現
在
も
な

お
、
１
日
に
約
１
０
０
枚
消
費
す

る
と
い
う
カ
ミ
ソ
リ
で
輪
郭
線
を

切
り
出
し
、
精
力
的
に
創
作
に
取

り
組
ん
で
い
る
藤
城
清
治
。「
日

本
一
大
阪
人
パ
ノ
ラ
マ
」（
２
０ 

１
４
年
制
作
）
な
ど
大
迫
力
の
大

型
作
品
を
は
じ
め
、
１
０
０
歳
を

超
え
て
制
作
し
た
新
作
も
展
示
予

定
で
す
。

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪　
北
館

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル　
イ
ベ
ン
ト
ラ
ボ

10
月
22
日（
水
）～
1
月
4
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
６
２
０
円

　
　
　
　
大
高
生�

１
１
７
０
円

　
　
　
　
小
中
生�

４
５
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

音
楽

鼓
童
創
立
45
周
年
ツ
ア
ー

鼓
童
十
二
月
公
演
２
０
２
５

　
「
鼓
童
の
現
在
（
い
ま
）」
を
届

け
る
王
道
か
つ
爽
快
な
舞
台
。
全

力
で
生
き
る
演
奏
者
の
ほ
と
ば
し

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
鳴
る
舞
台
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
芸
術
劇
場　
春
秋
座

①
12
月
6
日
（
土
）
13
時
開
演

②
12
月
7
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
５
８
５
０
円

�

全
席
指
定

京
都
市
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２
５

第
３
回　
時
代
を
超
え
て
踊
る
踊
る

指
揮　
沖
澤
の
ど
か
（
常
任
指
揮
者
）

曲
目　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
：
バ

レ
エ
音
楽
「
く
る
み
割
り

人
形
」
か
ら　
他

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

12
月
21
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

19
歳
以
上 

２
７
０
０
円

　
　
　
　

5
歳
～
18
歳�

１
３
５
０
円

�

全
席
指
定

※
５
歳
未
満
入
場
不
可

※
子
ど
も
対
象
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

京
都
市
交
響
楽
団　
特
別
演
奏
会

「
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」

指
揮　
沖
澤
の
ど
か
（
常
任
指
揮
者
）

ソ
プ
ラ
ノ　
嘉
目
真
木
子

メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ　
小
泉
詠
子

テ
ノ
ー
ル　
小
原
啓
楼

バ
リ
ト
ン　
山
本
悠
尋

合
唱　
京
響
コ
ー
ラ
ス

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

12
月
28
日
（
日
）
14
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
５
４
０
０
円

�

全
席
指
定

演
劇

佐
々
木
蔵
之
介
ひ
と
り
芝
居

『
ヨ
ナ
―Jonah

』 

　
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
民
的
詩
人
・

劇
作
家
の
マ
リ
ン
・
ソ
レ
ス
ク
作

「
ヨ
ナ
」
を
本
邦
初
演
。
聖
書
に

登
場
す
る
預
言
者
で
ク
ジ
ラ
に
呑

ま
れ
た
が
生
還
し
た
ヨ
ナ
を
描
く
、

詩
情
と
ペ
ー
ソ
ス
溢
れ
る
一
人
芝

居
。

CO
O

L JAPAN PARK O
SAKA

Ｔ
Ｔ
ホ
ー
ル

11
月
23
日
（
日
）
12
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
１
１
０
０
０
円

�

全
席
指
定

人
形
劇

京
都
労
演
12
月
例
会

人
形
劇
団
プ
ー
ク
「
オ
ッ
ペ
ル
と
象
」

　
美
し
く
、
強
く
、
ピ
ュ
ア
な
宮

澤
賢
治
の
世
界
。
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
人
形
劇
で
す
。

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

①
12
月
7
日
（
日
）
14
時
30
分
開
演

②
12
月
8
日
（
月
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般�

３
５
０
０
円

　
　
　
　
大
学
生�

１
５
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下�

１
０
０
０
円

�

全
席
指
定

バ
レ
エ

熊
川
哲
也K–BALLET

TOKYO

　
「
く
る
み
割
り
人
形
」

　
芸
術
監
督
・
熊
川
哲
也
が
贈
る

壮
大
な
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
歴
史

的
傑
作
。

管
弦
楽　
シ
ア
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ト
ウ
キ
ョ
ウ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル　

①
12
月
6
日
（
土
）
14
時
開
演

②
12
月
6
日
（
土
）
18
時
開
演

展
覧
会

空とぶBMXアビー ©Fujishiro Seiji Museum 2024
※本展出品作品とは異なる場合があります
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取
扱
料
金　
Ｓ
席　
１
7
５
０
０
円

�

全
席
指
定

※
５
歳
以
上
入
場
可

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ

「
雪
の
女
王
」（
全
２
幕
）

管
弦
楽　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
歌
劇

場
管
弦
楽
団　

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

12
月
23
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
１
6
２
０
０
円

�

全
席
指
定

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

韓
国
キ
ャ
ス
ト
来
日
版

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
愛
の
不
時
着
」 

　
大
ヒ
ッ
ト
韓
国
ド
ラ
マ
「
愛
の

不
時
着
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
つ

い
に
大
阪
に
！

※
韓
国
語
上
演
、
日
本
語
の
字
幕
付

CO
O

L JAPAN PARK O
SAKA

Ｗ
Ｗ
ホ
ー
ル

①
12
月
7
日
（
日
）
13
時
開
演

②
12
月
13
日
（
土
）
13
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
１
３
５
０
０
円

�

全
席
指
定

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
バ
グ
ダ
ッ
ド
・
カ
フ
ェ
」 

　

名
曲
「
コ
ー
リ
ン
グ
・
ユ
ー
」

と
共
に
、
不
朽
の
映
画
が
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
し
て
よ
み
が
え
る
！

出
演　
花
總
ま
り　
森
公
美
子　

小
西
遼
生　
清
水
美
依
紗�

他

梅
田
芸
術
劇
場

シ
ア
タ
ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ

12
月
7
日
（
日
）
12
時
開
演

取
扱
料
金　

�

１
２
５
０
０
円

�

全
席
指
定

落
語

桂
米
團
治　
独
演
会

　
上
方
落
語
の
華
の
あ
る
高
座
は

必
見
で
す
。
毎
年
大
人
気
の
米
團

治
独
演
会
、
お
見
逃
し
な
く
。

府
立
文
化
芸
術
会
館

1
月
25
日
（
日
）
13
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
７
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

松村　健一
（退教互　西京支部）

書

　「ガラス絵」の手法によ
る書の作品作りを始めて久
しい。さすがに裏文字を書
く面白さには新鮮味が無く
なってきたが「カスレ」や
行書の書き方等難しさも残
している。
　「こども」がテーマの今
回は山頭火の句に小学生の
頃に息子が描いた絵を版画
にしてバックに入れてみた。
額は娘のお下がりのCDラ
ックを改造したものである。

　
世
界
三
大
映
画
祭
す
べ
て
で
監

督
賞
に
輝
き
、
オ
ス
カ
ー
ノ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
11
回
と
い
う
驚
異
の

キ
ャ
リ
ア
を
誇
る
ポ
ー
ル
・
ト
ー

マ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
監
督
の
最

新
作
『
ワ
ン
・
バ
ト
ル
・
ア
フ
タ

ー
・
ア
ナ
ザ
ー
』
は
、
ひ
と
り
娘

を
狙
わ
れ
た
冴
え
な
い
元
革
命
家

の
男
を
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ

リ
オ
が
演
じ
、
次
々
と
襲
い
か
か

る
刺
客
た
ち
と
の
死
闘
を
繰
り
広

げ
る
。
息
も
つ
か
せ
ぬ
怒
涛
の
追

走
劇
だ
！

　
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る
追
走

劇
の
あ
と
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

で
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
な
追
い
か
け
っ

こ
を
描
い
た
『
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア

ー
』
が
お
す
す
め
。
映
像
の
魔
術

師
ミ
ゲ
ル
・
ゴ
メ
ス
の
最
新
作
だ
。

１
９
１
８
年
の
ビ
ル
マ
か
ら
は
じ

ま
り
、
結
婚
か
ら
逃
げ
た
い
男
と

結
婚
し
た
い
女
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
な
ど
ア
ジ

ア
を
股
に
か
け
て
果
て
し
な
い
イ

タ
チ
ご
っ
こ
を
繰
り
広
げ
る
。
30

～
40
年
代
の
ス
ク
リ
ュ
ー
ボ
ー

ル
・
コ
メ
デ
ィ
の
よ
う
な
楽
し
さ

と
、
優
雅
な
詩
情
あ
ふ
れ
る
美
し

さ
を
併
せ
持
ち
、
私
た
ち
を
映
画

の
魔
術
的
世
界
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。

　
『
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
』
は
強
気

な
女
が
男
を
追
う
物
語
だ
が
『
お

ー
い
、
応
為
』
も
豪
胆
で
自
由
な

女
性
絵
師
・
葛
飾
応
為
の
生
き
様

を
描
い
た
物
語
。
葛
飾
北
斎
の
娘

で
あ
り
、
右
腕
だ
っ
た
彼
女
は
、

“
日
本
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
”
と
も

評
さ
れ
る
ほ
ど
絵
師
と
し
て
も
才

能
を
発
揮
し
、
江
戸
を
駆
け
抜
け

た
ヒ
ロ
イ
ン
と
言
え
る
。
応
為
を

長
澤
ま
さ
み
、
北
斎
を
永
瀬
正
敏

が
演
じ
る
。

　
『
ワ
ン
・
バ
ト
ル
・
ア
フ
タ
ー
・

ア
ナ
ザ
ー
』
は
３
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ

京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・

高
の
原
に
て
、『
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア

ー
』
は
10
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に

て
、『
お
ー
い
、
応
為
』
は
17
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
ア
ッ
プ
リ
ン

ク
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂

川
・
久
御
山
・
高
の
原
、
福
知
山

シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

『グランドツアー』
ⓒ 2024 - Uma Pedra No Sapato - Vivo film - 

Shellac Sud - Cinéma Defacto

　
月
曜
日
締
切　
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

�

（
12
／
7
ま
で
）一
般　
１
０
０
０
円

※
但
し
11
／
25
～
12
／
7
は
現
地
窓

口
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入
し
た
方
が
安

く
な
り
ま
す
（
一
般
６
０
０
円
）。

　
※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト年間取扱

チケット
申込は　
こちら　
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な
ど
を
持
ち
出
さ
れ
る
等
、
解
約

で
き
な
い
と
い
う
相
談
が
消
費
者

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
点
、
電
気
通
信
事
業
法
で

は
、
初
期
契
約
解
除
制
度
が
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
で
は
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
は

理
由
如
何
に
関
わ
ら
ず
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
が
、

電
話
機
自
体
（
端
末
機
器
）
の
売

買
契
約
や
レ
ン
タ
ル
契
約
等
に
は

解
除
の
効
力
は
及
び
ま
せ
ん
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
も
う
一
つ

「
確
認
措
置
」
と
い
う
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
一
定
の
場
合
に

は
、
８
日
間
で
あ
れ
ば
端
末
機
器

の
売
買
契
約
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

等
も
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
「
一
定
の
場
合
」
と
は
、
家

に
帰
っ
て
使
っ
て
み
た
け
れ
ど
、

電
波
の
繋
が
り
が
悪
く
て
度
々
圏

外
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合

と
、
事
業
者
の
説
明
等
が
不
十
分

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場

合
で
す
。
た
だ
、
一
定
の
費
用
は

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
契
約
を

し
た
会
社
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は

変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
説
明
不
十

分
と
い
え
る
か
ど
う
か
微
妙
な
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
契

約
書
を
持
っ
て
、
急
い
で
（
８
日

以
内
に
間
に
合
う
よ
う
に
）
専
門

家
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。　

�

弁
護
士　
岡
根　
竜
介

�

（
京
都
法
律
事
務
所
）

契
約
を
と
り
や
め
た
い

　
今
ま
で
使
っ
て
い
た
携

帯
電
話
（
ガ
ラ
携
）
が
壊

れ
た
の
で
、
新
し
く
し
よ
う
と
店

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
勧
め
ら
れ
、
契
約
を
し
た

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
も
付
い

て
い
る
契
約
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と

触
っ
て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
使

い
こ
な
せ
そ
う
も
な
い
の
で
、
契

約
を
取
り
や
め
た
い
の
で
す
が
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
店
舗
で
契
約
内
容
に
つ

い
て
時
間
を
か
け
て
説
明

を
受
け
た
と
し
て
も
、
理
解
が
容

易
で
は
な
い
契
約
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
契
約
書
に
は
、

細
か
な
文
字
で
び
っ
し
り
説
明
は

書
か
れ
て
は
い
ま
す
が
、
単
語
の

意
味
さ
え
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
契
約
を
し
て

し
ま
い
、
後
で
「
し
ま
っ
た
」
と

後
悔
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
そ
う

で
す
。
慌
て
て
店
に
契
約
を
解
除

し
た
い
と
申
し
出
て
も
、
違
約
金

A Q

　
久
し
ぶ
り
の
銭
湯
で
…

　
先
日
、
給
湯
器
の
エ
ラ
ー
が
出

て
お
湯
が
出
な
く
な
っ
た
の
で
、

娘
と
孫
２
人
と
一
緒
に
近
く
の
銭

湯
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
住
ん

で
16
年
目
で
初
め
て
の
経
験
で
す
。

泡
風
呂
や
水
風
呂
、
綺
麗
な
ピ
ン

ク
色
の
湯
船
な
ど
、
広
く
て
い
ろ

い
ろ
な
お
風
呂
が
あ
っ
て
、
孫
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
ご
近
所
の

常
連
さ
ん
が
孫
た
ち
に
優
し
く
話

し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
帰

り
道
に
空
を
見
上
げ
る
と
、
綺
麗

な
三
日
月
が
見
え
ま
し
た
。
ず
っ

と
昔
、
子
ど
も
の
頃
家
族
で
銭
湯

に
行
き
、
星
を
見
な
が
ら
帰
っ
た

こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

�

北
支
部　
竹
下　
久
美

　
珍
し
い
訪
問
者

　　
我
が
家
の
屋
上
に
少
し
珍
し
い

訪
問
者
が
。
い
つ
も
の
ス
ズ
メ
達

か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
、
メ
ス

の
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
。
私
の
方
を
見

な
が
ら
、
何
や
ら
一
生
懸
命
お
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
思
わ
ず
「
あ

な
た
は
だ
あ
れ
？
以
前
お
会
い
し

ま
し
た
か
？
」
と
返
事
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
パ
ン
屑
目
当
て
に

集
ま
る
ス
ズ
メ
達
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
た
ま
に
来
る
訪
問
者
に
心

を
癒
さ
れ
る
日
々
で
す
。

�

右
京
支
部　
熊
木　
美
紀
江

　　
最
高
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

　　
桂
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は

最
高
で
す
。
人
は
少
な
く
、
川
沿

い
に
広
大
な
空
間
を
独
り
占
め
。

逞
し
い
草
花
、
野
鳥
の
姿
に
い
つ

も
感
動
。
西
向
け
ば
愛
宕
山
、
東

は
比
叡
山
の
姿
が
各
所
か
ら
見
え

る
。
こ
の
2
つ
の
山
は
見
て
い
る

と
美
し
い
。
か
つ
て
、
あ
の
山
々

の
頂
上
に
、
下
か
ら
登
り
切
っ
た

感
動
も
思
い
出
し
な
が
ら
。
今
は

下
か
ら
眺
め
る
だ
け
だ
が
、
そ
れ

で
も
山
の
姿
か
ら
元
気
を
も
ら
い

ま
す
。

�

西
京
支
部　
小
室　
や
よ
い

　
小
１
の
孫
が
う
た
う「
神
田
川
」

　
小
学
１
年
生
の
孫
が
、
か
ぐ
や

姫
の
「
神
田
川
」
を
歌
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
歌
詞
は
本
で
、
メ
ロ
デ

ィ
ー
は
娘
が
歌
っ
た
の
を
聴
い
て

覚
え
た
よ
う
で
す
。
突
然
の
こ
と

で
驚
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

�

醍
醐
支
部　
中
島　
敬
三

　
４
年
越
し
の
結
実
を
楽
し
み
に

　
４
年
前
に
食
べ
た
、
美
味
し
い

キ
ン
カ
ン
の
種
を
植
え
て
い
た
の

で
す
が
、
や
っ
と
花
が
咲
き
ま
し

た
。
実
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

�

伏
見
支
部　
山
本　
有
造

　
バ
ン
ド
が
生
き
が
い

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
24
年
余
り
、

今
で
も
ほ
ぼ
毎
週
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
方
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ

ェ
を
開
き
、
懐
か
し
い
歌
を
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
い

ま
す
。
不
定
期
の
開
催
で
は
あ
り

ま
す
が
、
楽
し
み
が
増
え
、
生
き

甲
斐
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
と
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

�
京
丹
後
支
部　
奥
田　
幸
子

　
小
さ
な
幸
せ
見
つ
け
た

　　
毎
日
散
歩
し
ま
す
。
最
近
は
日

傘
が
必
需
品
で
す
。
楽
し
み
は
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
す
こ
と

で
す
。
今
年
は
12
本
見
つ
け
ま
し

た
。

�

他
府
県
滋
賀　
紀
平　
好
博
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二
重
枠
の
9
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
秋
の
夜
長
に
ゆ
っ
く
り

と●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
今
年
の
─
─
の
名
月
は
10
月

6
日

2　
「
─
─
が
流
れ
て
木
の
葉
が

沈
む
」
と
は
、
物
事
の
道
理
が

逆
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え

3　
い
い
湯
だ
な
♪
10
月
10
日
は

語
呂
合
わ
せ
で
─
─
の
日

4　

キ
リ
ス
ト
の
12
人
の
弟
子
、

十
二
─
─

5　
二
十
四
節
気
で
「
立
冬
」
の

ひ
と
つ
前
は
？

7　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
は
２
０ 

１
９
年
ま
で
「
─
─
の
日
」
で

し
た

9　
雪
が
白
く
降
り
積
も
っ
た
光

景
を
表
す
言
葉
「
─
─
市
塩

車
」

12　
何
か
を
す
る
た
め
の
道
具
の

こ
と
。
筆
記
─
─

14　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と

似
た
意
味
、
雀
百
ま
で
─
─
忘

れ
ず

15　
「
銅
」
や
「
花
」
は
形
声
文
字
、

「
明
」
や
「
森
」
は
─
─
文
字

17　
照
度
の
単
位

18　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
４

種
目
の
ひ
と
つ
、
─
─
ダ
ン
ス

20　
化
学
─
─
、
合
成
─
─
、
食

物
─
─

22　
─
─
の
敵
を
長
崎
で
討
つ

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　
地
面
と
空
と
の
境
界
線

4　
梅
干
し
を
色
付
け
す
る
た
め

の
赤
紫
の
葉
と
い
え
ば

6　
福
岡
・
太
宰
府
天
満
宮
に
あ

る
、
漢
字
一
文
字
を
か
た
ど
っ

た
池
の
名
は
─
─
字
池

7　
着
物
や
帯
を
包
む
厚
手
の
和

紙
、
─
─
紙

8　

 

「
─
─
は
そ
の
日
の
難
逃

れ
」
と
は
、
朝
こ
れ
を
食
べ
る

と
一
日
災
難
に
あ
わ
な
い
と
い

う
意
味	

10　
別
名
を
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ

ー
と
も
い
う
植
物
、
─
─
草

11　
杉
や
松
は
、
細
く
尖
っ
た
形

の
葉
を
持
つ
─
─
樹

13　
元
素
記
号
Ｓ

15　
分
度
器
で
測
定
す
る

16　
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
を
首
都
と
す

る
南
米
の
国

19　
日
本
の
高
等
学
校
に
相
当
す

る
、
フ
ラ
ン
ス
の
後
期
中
等
教

育
機
関

21　

ド
イ
ツ
語
で
は
「
Ｎ
ｅ
ｉ

ｎ
」、
中
国
語
で
は
「
不
」、
日

本
語
で
は
？

23　
ギ
リ
シ
ャ
語
の「
秩
序
」「
調

和
」
が
語
源
の
秋
の
花

24　
太
陽
系
の
中
で
2
番
目
に
大

き
い
巨
大
ガ
ス
惑
星

　
自
分
自
身
の
た
め
に

初
め
て
救
急
車
に
乗
っ

た
。
意
識
が
あ
る
と
き

に
救
急
車
を
お
願
い
す
る
の
は
、

な
か
な
か
勇
気
が
要
っ
た
。
こ
ん

な
こ
と
ぐ
ら
い
で
頼
っ
て
よ
い
も

の
か
、
も
う
少
し
我
慢
し
た
ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
決
断
し

に
く
い
の
だ
。
そ
れ
で
も
頭
が
ひ

ど
く
痛
い
こ
と
の
不
安
の
方
が
大

き
く
な
っ
て
、
と
う
と
う
お
願
い

し
た
▼
救
急
車
の
お
か
げ
で
病
院

も
す
ぐ
に
決
ま
り
、
病
院
の
受
け

入
れ
も
手
際
よ
く
、
落
ち
着
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
。
何
度
も
名

前
や
生
年
月
日
、
今
日
の
日
付
な

ど
が
問
わ
れ
、
脳
に
異
常
が
な
い

か
確
か
め
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
。

次
々
と
検
査
を
し
て
い
た
だ
き
、

昼
過
ぎ
に
は
入
院
も
せ
ず
家
に
帰

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
▼
救
急
車
に

乗
る
と
き
、
上
着
を
着
替
え
て
靴

下
を
は
き
、
保
険
証
、
財
布
は
持

っ
た
が
、
外
を
歩
け
る
よ
う
な
格

好
は
し
て
い
な
い
。
タ
ク
シ
ー
で

帰
る
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
検
査
を
し
て
も
ら
っ
た

の
で
、
支
払
い
も
そ
こ
そ
こ
あ
っ

た
▼
病
院
に
行
く
こ
と
な
ど
め
っ

た
に
な
い
私
は
、
療
養
費
の
申
請

を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
今

回
ば
か
り
は
助
け
て
も
ら
え
る
と
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
ケ
ガ
や
病
気
を

経
験
す
る
だ
ろ
う
と
少
し
弱
気
に

な
る
が
、
元
気
な
お
ば
あ
さ
ん
で

い
た
い
も
の
だ
。

�

（
山
本
）

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切10月末日必着
（正解・呈賞者は12月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号、紙面の感想を
明記のうえ、互助組合まで。ハガキ、FAX、
HP（右記コード）等で応募してください。

＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあ
ります。掲載不可の場合はその旨をお書き添
えください。

応募はこちらから

返信メールは届
きません。

クロスワードクイズ
７月号の答え ：打ち上げ花火（ウチアゲハナビ）

（応募者５５１名中、正解者５４５名）

☆ ７月号の解答図

７月号当選者（敬称略）
永井　節子（中京支部）
石井　幸子（右京支部）
佐竹　郁子（西京支部）
勝田長佳子（西京支部）
峯村　浩美（左京北支部）
前田　桂子（南支部）
今北　宜子（伏見支部）
高橋由紀子（乙訓支部）
吉田　啓子（乙訓支部）
本庄　隆之（宇治東支部）
隈　眞知子（宇治西支部）
近藤　弘和（城久支部）
栗田　文夫（山城北支部）
栗山　　純（山城南支部）
山口　雄弘（山城南支部）
中野　孔明（亀岡支部）
大石　繁樹（亀岡支部）
稲元　美紀（船井支部）

森　　稔泰（綾部支部）
沖野　京子（福知山支部）
川端那美代（福知山支部）
三田　博美（宮与支部）
市田さゆり（宮与支部）
上野ゆかり（京丹後支部）
小田　修司（他府県滋賀）
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8 9
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3 チ
ウ
コ

ト
ソシ

シ
ン
タ
イ

ヘ
ユ
ウ

オ
メ

シ
ユ

ト ケ
ウン ヨ ウイ

クウ

コ
ク
ルウ グ

モス ス
イ
イ

ン
ド イセ

ド

エ
リ セ

カ

ン
イ セ

イ
ア

ドクシヨシユウカン（読書週間）
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